




At Mathematics Education Society of Japan, a new research group“Mathematical Reading Aloud
SG” was newly established, and the first workshop was held on August 6, 2018. The purpose of
this research group is basic research to build a standard for reading mathematical formulas at school
based on previous research in educational psychology regarding the educational significance of reading
mathematical formulas aloud. Such research is expected to have a direct impact on the educational
setting from elementary school to university and should be facilitated by collecting the knowledge and
empirical data of many people. In this paper, as a preparation before the above research group starts
full-scale, I would like to compare and examine how to read some mathematical formulas included in
the curriculum from elementary school to university in Japanese and English.
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日本の小学校では 1 + 2 = 3 のような等式は扱う













たとえば, 5 > 3 という不等式は, 英語では Five




一方, 高校時代の数学の時間に不等式 5 > 3 を先
16
生が何と発音していたかを何人かの大学生に尋ねる








































うか, そして, 数式を左から読んでいき, どこまでを
主語と考えるかによって, 同じ不等式「x > 3」に対


























般に, an は「aの n乗」と読むことになっているの
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この式はよく (1)「e の x 二乗」と読まれることが

























































英語でも, たとえば, e2 は e squared あるいは
e to the second と言い, e3 は e cubed あるいは e
to the third と言うのに対し, 四乗以上については
e to the fourth のような言い方しかない。ここで,
square には名詞として「正方形」の意味もあり, 同





















らに複雑で, その文法書では, 基数詞, 序数詞に加
えて倍数詞という品詞があることになっている [8]。
倍数詞は英語の once, twice, thrice, . . ., あるいは
double, triple, . . . に相当する意味を表しているが,
それが四倍, 五倍（あるいは四回, 五回）と, 単語の
系統としてずっと先まで存在している。英語では,








two to the tenth というが, ことばを補えば, two 
raised to the tenth power ということになるであろ
う。数は累乗すれば驚くほど大きくなるのであり,
そこに raise（持ち上げる）という動詞が使われる















ような式が頻出し, それらをいちいち「a の n 乗」
と言っていたのではわかりにくいし時間がかかる。
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英語には 12 と 14 を意味する固有なことば, half と
quarter がある。日常生活の中で二等分と四等分を
とくによく用いたことの結果であろう。日本語で
























































記号 nCk において, C は combination の頭文字
であり, それは日本語で「組合せ」なのだから, 記号
C を「組合せ」と読むことは理に適っている。そし
て, この記号に付いた添え字 n と k はそれぞれ全体
の数, 部分の数を表しているのだから, 少々長いが,























ところで, 英語では nCk を何と読んでいるのだろ
うか。あるアメリカの教科書では nCk は「n choose
k」と読むと書かれている。これはなかなか優れた
やり方であると思う。まず, 「n choose k」は足し
算の式「3 + 5」を「三足す五」と読むのと同じよ
うに, 二項演算子を演算の対象である二つの項の間
に置く考え方に整合している。C を二つの数 n と
k の間に置かれた演算記号であると考えれば, nCk
という記号も, 「n choose k」という読み方も一貫
して説明できる。さらに, これは偶然なのであるが,
記号 C は choose（選ぶ）の頭文字でもある！
3.6 四則演算
加減乗除の四つの演算（二項演算）を四則演算と
いう。すなわち, 足し算 1+ 2, 引き算 3− 1, 掛け算























を示している（英語の語順では the number of ways
to choose k items from a given set of n items の
ようになるであろう）。
英語では, one plus two, three minus one, two














nCk を ( nk ) と書くことも多いことを挙げておこう。




ジャンドル記号と呼ばれる記号 (ap ) がある。これ











東京工芸大学工学部紀要 Vol.42 No.1（2019） 21
3.7 和の記号と積分の記号
たくさんのものを加え合わせるとき,

















たとえば, 上の和の記号であれば,「k が 1から n
まで（の範囲）を加えることの ak」と読むのである
（わたしは ak を個人的に「エー・サブ・ケー」と読
んでいる）。また, 積分の記号であれば, 「xが aか



























にもちいる LATEX のコマンドは\partial である
ことから, LATEX の発祥の地であるアメリカ合衆国













では del だろうか, それとも der だろうか。これに
は, de の後ろに子音 r を付けて発音する人も, 子音 l 
を付けて発音する人もいるようであり, 同じアメリ
カ人でも人によって流儀が違うようだ。なお, 日本
語には r と l の区別がない（正確に言うと, r という
発音も l という発音も存在しない）ので, 日本人には
どちらも「デル」と聞こえる。







中世では単語の最後では d という文字は ∂ と書
く習慣があった。これが丸い形をしているので, 英
語で round d あるは, ドイツ語で d rund（デール
ント）と呼ばれることがあるので, この「デールン
ト」が縮まって「デル」になったとも考えられる。
すると, 英語での発音は del よりも der の方が辻褄
が合う。
一方で, ∂ はギリシャ文字の δ にも字形が似てい
る。∂ を del と発音する人においては, ギリシャ文






























たとえば, 方程式を解いて x = 3 という解が得ら
れたとき, 日本語の教科書では, ピリオドを付けて
x = 3. とすることはない。数式を文章の中に取り



































































































整数の集合 Z = {· · · , −2, −1, 0, 1, 2, · · · } で
は, 四則演算のうち, 加法, 減法, 乗法が可能である
が, 除法はできる場合とできない場合がある。たと
えば, 6 は 3 で割り切れるが, 4 では割り切れない。
このことの認識は重要で, 素数などの整数論の概念
を定義する基本的な動機となる。
「整数 b が整数 a で割り切れる」ことを整数論で
は「a|b」と書き, 多用される記号となっている。と
ころが, 実際に整数論的な事象を扱ったり, 証明を
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